
本
学
芸
術
狩
料
館
に
は
も
う

ー
つ
の
竹
内
久
一
胸
像
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
昭

和
八
年
十
月
に
久
一
の
息
子
竹
内
久
雄
お
よ
び
親
戚
岩
田
藤
七
に
よ
っ
て
寄
賠

さ
れ
た
も
の
で
、
原
型
制
作
者
は
長
愛
之
、
鋳
造
者
は
香
取
秀
真
。
木
台
に
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
二
年
十
二
月
に
完
成
し
た
。
も
と
は
久

一
の
家
塾
で
あ

っ
た
実
成
舎
の
同
人
た
ち
が
竹
内
家
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑨

依
嘱
製
作
に
関
す
る
規
程
の
改
正

昭
和
五
年
八
月
、
依
嘱
製
作
に
関
す
る
規
程
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

此
製
作
代
金
〔
空
白
〕

右
費
校
物
品
製
作
依
頼
者
心
得
承
知
ノ
上
製
作
方
及
御
依
頼
候
也

〔
空
白
〕

住
所

氏
名

月

日

昭

和

年

東
京
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
殿

物
品
製
作
依
頼
者
心
得

一
物
品
製
作
代
金

ハ
前
納
ト
シ
物
品
製
作
依
頼
褐
提
出
ノ
際
之
ヲ
納
付
ス
へ

シ
但
製
作
代
金
多
額
二
上
リ
且
ッ
竣
功
期
日
迄
二
多
日
子
ヲ
要
ス
ル
モ

ノ
ハ
便
宜
数
回
二
分
納
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
ッ

物
品
製
作
依
頼
困

〔
空
白
〕

但
仕
様
忠
、
図
面
別
紙
ノ
通

な
い
坐
り
鍾
旭
：・
・:
』

一
物
品
製
作
中
依
頼
者
二
於
テ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
市
111
ア
リ
テ
中
止
解
約
ヲ
申

出
ツ
ル
ト
キ
ハ
既
納
ノ
金
額
卜
既
ニ
エ
れ
二
要
シ
ク
ル
金
額
ト
ヲ
相
殺
シ

納
付
済
ノ
金
額
二
不
足
ァ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
追
徴
ツ
過
剰
ヲ
生
ス
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
依
頼
者
二
返
付
ッ
テ
契
約
ヲ
解
除
セ
ッ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
但
工
小
ニ

使
用
シ
ク
ル
現
存
材
料
ハ
依
頼
者
二
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

一
天
災
其
他
抗
拒
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
故
二
依
リ
本
校
二
於
テ
エ
市
ヲ
継
頼
ス

ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
既
納
ノ
金
額
ノ
内
ョ
リ
既
二
工
事
二
要
シ
ク
ル

金
額
ヲ
控
除
シ
ク
ル
残
額
及
ヒ
工
事
二
使
用
ツ
タ
ル
現
存
材
料
ヲ
依
頼
者

ニ
引
渡
シ
他
二
沢
任
ヲ
負
ハ
ス
若
ッ
同
上
ノ
事
故
ニ
ョ
リ
製
作
中
之
ヲ

損
傷
ッ
回
復
ス
ル
ニ
製
作
代
金
ノ
十
分
ノ
ニ
以
上
ノ
増

111ヲ
要
ス
ル
ト
キ

ハ
其
十
分
ノ
ニ
ヲ
超
過
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
金
額
ハ
依
頼
者
ノ
負
担
ト
ス

一
製
作
物
品
竣
成
ノ
上
ハ
本
校
ョ
リ
其
旨
ヲ
依
頼
者
二
通
知
シ
特
別
ノ
契
約

ナ
キ
限
リ
ハ
本
校
内
二
於
テ
之
ヲ
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

（
「
嗅
iE
十狂
本
校
内
規
及
取
扱
決
議
占
類
」
）

帝
国
議
会
議
事
堂
装
飾
の
依
嘱
製
作

昭
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
本
校
は
大
蔵
省
営
繕
管
財
局
よ
り
新
築
中

の
帝
国
議
会
議
事
堂
（
今
の
国
会
議
事
堂
。
昭
和
十
一
年
完
成
）
の
議
院
本
館

正
面
玄
関
プ
ロ
ン
ズ
枠
及
扉
、
正
面
内
部
プ
ロ
ソ
ズ
両
側
屈
、
中
央
帝
室
広
閻

税
プ
ロ
ソ
ズ
枠
及
扉
、
投
衆
両
院
プ
ロ
ど
ス
枠
及
扉
、
議
院
本
館
大
臣
室
外
プ

ロ
ソ
ズ
枠
及
扉
の
鋳
造
製
作
と
取
付
工
事
、
議
院
本
館
便
殿
及
型
族
室
の
漆
塗

及
屹
漆
、
蒔
絵
を
依
頼
さ
れ
、
近
年
に
な
い
大
規
模
な
依
嘱
製
作
を
行
な
っ

-）
。
t
 鋳

造
部
門
は
昭
和
四
年
十
一
月
、
大
蔵
省
営
紐
管
財
局
よ
り
議
院
本
館
各
扉

⑩ 
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の
完
成
完
美
を
尽
す
こ
と
を
期
し
、
本
校
工
作
法
に
準
拠
し
て
そ
の
仕
様

tlfを

作
成
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、
正
木
直
彦
校
長
の
指
示
の
も
と
に
津
田
侶
夫
と

鈴
木
清
が
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ソ
プ
ラ
ス
工
場
製
作
法
及
び
ゴ
ー
ハ
ム
製
作
法
等
を

参
酌
し
て
、
工
作
仕
様
困
及
ぴ
鋳
銅
と
延
銅
の
材
料
合
金
の
探
迎
基
率
を
推
定

し
大
蔵
省
に
提
出
、
そ
の
後
本
校
へ
の
依
拭
が
正
式
に
決
定
し
た
。
材
料
合
金

の
製
造
は
淵
査
の
結
果
、
大
阪
府
の
住
友
仲
銅
鋼
管
株
式
会
社
製
材
ァ
ー
ト
プ

u
ソ
ズ
が
木
工
事
所
要
の

H
的
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
律
田
が
大
阪
に
出

張
し
て
地
金
合
金
調
製
及
び
施
工
の
打
〈
11

せ
等
に
数
ヵ
月
を
衣
し
た
。
翌
五
年

議 ·J~堂扉のうち中央玄関側面

入口扉

（衆議院憲政記念俯提供）

滋院本鮒中央広問撹扉製作記

念

（『東京美術学校校友会月報』

第30巻第 4号 より転載）

五
月
二
十
三
日
、
大
蔵
省
よ
り
議
院
本
館
各
プ
ロ
ン
ズ
靡
及
び
枠
製
作
及
ぴ
取

付
工
事
に
関
す
る
公
式
委
託
苔
が
本
校
に
到
好
。
そ
の
翌
二
十
四

H
よ
り
公
式

に
本
依
嘱
製
作
準
備
に
着
手
し
、
万
月
二
十
八
日
付
で
正
木
校
長
よ
り
本
製
作

主
任
を
津
田
信
夫
に
、
担
任
を
鈴
木
消
に
命
じ
た
。

外
に
臨
時
依
威
製
作
事
務

邸
託
と
し
て
玉
骰
圭

一
と
神
崎
孝
作
を
採
用
し
、
製
作
助
手
に
大
久
保
宜
造
を

屈
い
、
数
白
人
に
昇
る
仕
上
師
の
ま
と
め
役
に
赤
祖
父
常
次
郎
を
屈
っ
た
。

鈎
造
に
つ
い
て
は
鈴
木
清
の
報
告
得

「
本
校
の
依
園
を
受
け
た
る
新
議
院
用

鋳
銅

t
作
に
関
す
る
詳
細
な
る
経
過
及
ぴ
施
工
実
況
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

議：J咽堂内使股 (I司,iii)
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趣
味
を
加
味
し
た
も
の
、
正
面
玄
戦
に
は
こ
の
扉
が
十
枚
立
ち
並
び
新
議
院

に
一
偉
観
を
添
へ
る
で
あ
ら
う

な
お
、
昭
和
十
一

l

一年
に
大
蔵
省
営
紐
管
財
局
が
編
纂
し
た
『
帝
国
議
会
議
事

堂
建
築
報
告
忠
』
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

る
と
十
八
尺
に
及
ぶ
見
事
な
も
の
で
形
式
は
ネ
オ

・
ル
ネ
ッ
サ
ソ
ス
に
日
本

は
正
に
日
本
一
の
折
紙
が
つ
く
も
の

月
報
』
第
一
二
十
巻
第
四
号
）
に
展
延
用
材
料
合
金
の
製
造
、
工
作
図
作
成
、
臨
時

工
作
場
一
二
棟
（
工
芸
部
の
西
裏
）
の
建
設
、
津
田
侶
夫
の
谷
中
工
場
の
臨
時
借

用
と
大
蔵
省
支
配
の
模
型
に
準
拠
し
た
原
型
製
作
、
各
部
の
構
造
と
製
作
、
文

様
の
下
諮
発
注
と
作
業
の
進
め
方
等
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
年
に
は
人
且
約
一
―ー
百
人
が
議
事
堂
と
本
校
の
工
場
と
の
両
方
で
そ
の

完
成
を
急
い
だ
。
総
監
督
の
津
田
信
夫
は
、
毎
日
出
勤
し
て
一
切
の
沢
任
の
下

に
汲
々
た
る
有
様
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
十
日
、
本
校
の
工
場
で
本
館
帝
室
玄

閲
と
費
衆
両
院
玄
関
の
装
飾
扉
が
関
係
者
に
公
開
さ
れ
、
翌
日
の
各
紙
が
こ
れ

を
報
じ
た
。
左
記
は
そ
の
一
っ
、
『
萬
朝
報
』
の
記
事
で
あ
る
。

新
議
院
を
飾
る
素
睛
ら
し
い
大
扉

今
秋
開
院
式
だ
け
を
船
げ
様
と
い
ふ
新
議
院
の
本
館
帝
室
玄
閥
と
費
、
衆

雨
院
玄
腸
の
装
飾
扉
は
昨
年
六
月
か
ら
美
術
學
校
の
津
田
信
夫
数
授
、
鈴
木

甜
講
師
が
掠
任
で
製
作
中
近
く
現
場
取
付
け
の
運
ぴ
と
な
り
十
日
午
前
十
時

ズ
で
機
構
と
美
術
的
装
備
で
は
我
國
で
蚊
初
の
大
作
、
プ
ロ
ン
ズ
扉
と
し
て

古
翌
さ
十
四
尺
、
欄
間
の
飾
ま
で
入
れ

か
ら
學
校
の
エ
作
場
で
隣
係
者
に
公
開
し
た
、
こ
の
装
飾
扉
は
鐵
骨
プ
ロ
ソ

製
作
担
当
主
任
の
津
田
信
夫
は
、

軽
く
開
閉
が
で
き
る
と
い
う
。

「
議
事
益
は

各
玄
脳
出
入
口
扉
、
各
所
透
金
物
に
敷
多
の
プ
ロ
ソ
。
ス
製
品
を
使
用
せ
し

が
、
施
工
常
時
プ
ロ
ソ
ズ
扉
は
我
國
に
確
宜
な
る
製
品
な
く
、
大
建
築
に
は

好
ん
で
輸
入
品
を
使
用
せ
る
状
況
な
り
し
も
、
本
建
築
に
於
て
は
、
其
の
多

敷
の
製
品
を
國
産
を
以
て
製
作
せ
ん
為
、
中
央
玄
隙
、
雨
院
玄
閥
等
の
主
要

な
る
扉
は
特
に
東
京
美
術
學
校
に
之
が
製
作
を
依
嘱
し
、
幸
に
其
の
熱
心
な

る
協
力
に
依
り
て
見
事
な
る
美
術
的
扉
を
完
成
す
る
を
得
た
り
。
美
術
學
校

に
於
て
は
材
質
の
均
等
を
期
す
る
為
全
使
用
見
込
欣
約
八
、

0
0
0貫
を
一

度
に
合
金
し
て
内
約
七
、

000¢:::(を
宜
際
に
使
用
せ
り
。

正
面
出
入
口
の
プ
ロ
ソ
ズ
製
作
は
、

『
帝
国
議
会
議
事
堂
建
築
の
概
要
』
（
昭

和
十
一
年
十

一
月
、
大
蔵
省
営
紐
管
財
局
編
纂
）
に
よ
る
と
、
高
さ
十
三
尺

(
-――

米
九
四
）
幅
一＿
一
尺
六
寸
(
-
米

0
九
）
で
、
そ
の
両
面
に
東
西
古
今
の
文
様
の

粋
を
蒐
め
た
彫
刻
を
鋳
出
し
た
も
の
で
、
営
繕
管
財
局
の
慈
匠
設
計
、
製
作
は

本
校
に
特
に
委
嘱
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
所
に
本
校
製
作
の
郎
を
使
っ
て
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
色
を
全
部
揃
え
る
為
に
、
地
金
約
八
千
買
(
-
―10、
O
O
O

妊
）
を

一
度
に
合
金
し
た
。
こ
の
扉
は
鉄
の
骨
組
の
上
に
精
巧
な
プ
ロ
ソ
ズ
の

鋳
物
を
組
み
合
せ
て
貼
り
付
け
た
も
の
で
、

一
枚
の
目
方
は
約
一
二
百
買
（
一

、

ー
ニ
五
旺
）
も
あ
る
が
、
別
の
装
匹
に
工
夫
を
凝
し
て
あ
る
の
で
、
片
手
で
も

帝
国
議
会
議
市
鎚
竣
工
後
、

帝
國
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
吾
々
の
も
の
で
あ
る
。
入
れ
物
ば
か
り
立
派
で

中
味
の
な
い
状
態
で
あ
る
か
ら
、
日
本
工
藝
美
術
會
が
主
唱
し
て
會
員
が

一
人

一
黙
の
寄
附
を
し
て
エ
募
品
を
飾
り
中
味
を
造
る
運
動
を
し
た
い
」
と

『
汎
エ

芸
』
（
第
十
四
巻
第
十
一
号
。
昭
和
十
一
年
十
二
月
）
に
談
話
を
寄
せ
て
い
る
。
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凡
テ
経
理
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
會
計
へ
申
込
ム
コ
ト

世
ノ
疑
惑
ヲ
招
カ
ヌ
様
厳
菫
―
ー
ス
ル
コ
ト

吉
野
、
沢
口
雨
先
生
ハ
御
相
談
二
預
ル
コ
ト

執
務
ノ
時
間
外
二
慟
キ
テ
貰
フ
コ
ト

腺
エ
ノ
仙
入
レ
ニ
俯
宜
的
二
走
ラ
ス
適
当
ノ
者
ヲ
傭
入
レ
ノ
コ
ト

材
料
ノ
使
用
二
付
テ
盆
緻
犯
ノ
監
督
ス
ル
コ
ト

材
料
ノ
受
払
ヲ
厳

ニ
ス
ル
コ
ト

に
其
の
使
用
を
限
ら
れ
、
尚
且
外
来
の
新
手
法
に
匿
倒
さ
れ
て
漸
く
忘
れ
ら

レ

コ

ト

ー 納
入
ノ
際
ハ
必
ス
検
査
ヲ
受
ケ
シ
メ
信
用
ノ
ア
ル
商
人
ョ
リ
公
二
購
入
ス

ぺ
し
。

卜

請
負
―
ー
セ
サ
ル
コ
ト

材
料
ノ
買
入
等
要
求
ノ
條
件
ヲ
厳
ニ
ッ
其
等
範
囲
ヲ
極
メ
テ
購
入
ス
ル
コ

凡
テ
疸
営
ト
ス
ル
コ
ト

卜
漆
工
部
門
は
便
殿
の
装
飾
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ

い

て
は
報
告
担
が
現
存
せ
ず
、
製
作
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。
六
角
紫
水
（
製
作

主
任
）
、
松
田
権
六
（
製
作
担
当
）
、
山
崎
箕
太
郎
（
同
）
、
吉
野
宮
雄
、
沢
ロ

悟
一
ら
が
担
当
し
、
磯
矢
腸
ら
が
試
作
の
た
め
に
屈
わ
れ
た
。

昭
和
五
年
十
一
月
十
六
日
よ
り
議
院
本
館
第
一
回
漆
塗
装
工
事
が
始
ま
り
、

「
大
蔵
省
依
嘱
漆
塗
装
工
参
考
柑
類
綴
」
（
本
学
蔵
）
に
よ
る
と
十
二
月
十
七

日
、
製
作
に
先
立
っ
て
正
木
校
長
は
次
の
よ
う
に
指
示
し
た
。

十
二
月
十
七
日
學
校
長
ョ
リ
御
話

漆
工
科
割
合
ヲ
分
担
ス
ル
コ
ト

一
、
経
理
上
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
巌
格
ノ
方
法
ヲ
守
リ
手
続
ヲ
省
忍
七
サ
ル
コ

六
角
先
生

9
〕

凡
テ
ノ
仔
括
的
二
御
指
示
シ
紐
理
上
ノ
コ
ト
ハ
合
計

1

一
任
セ
其
他
ノ
先
生

ハ
一
般
工
事
ノ
監
督
ヲ
充
分
動
行
ス
ル
コ
ト

紐
理
ノ
上
技
術
ノ
上
世
問
ョ
リ
一
点
ノ
批
難
ヲ
受
ヶ
ズ
成
紹
良
好
二
竣
功

セ
シ
ム
ル
コ
ト

一
、
工
事
ノ
予
定
ヲ
定
メ
皆
サ
ソ
テ
其
功
程
表
ヲ
作
リ
期
間
通
リ
必
ス
竣
功

一
、
漆

ノ
購
入
二
付
テ
ハ
検
査
ス
ル
ト
カ
何
等
ヵ
適
堂
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
協
議

な
お
、
前
掲
『
帝
国
議
会
議
事
堂
建
築
報
告
苫
』
に
塗
装
工
事
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

就
中
特
筆
す
べ
き
は
便
殿
及
豆
族
室
に
使
用
せ
る
漆
塗
拉
に
乾
漆
、
蒔

給
、
及
議
場
に
施
せ
る
摺
漆
塗
に
し
て
之
等
は
全
く
割
期
的
の
も
の
と
稲
す

元
来
之
等
は
我
國
固
有
の
坑
装
工
法
な
れ
共
、
近
来
他
に
小
エ
塾
品
の
み

れ
勝
ち
の
状
態
な
り
き
。
然
れ
共
之
等
の
手
法
は
其
の
美
観
上
叉
酎
久
上
、

甚
だ
優
れ
た
る
貼
多
き
を
以
て
、
國
産
技
術
尊
重
の
立
場
よ
り
も
之
を
近
代

的
大
建
築
物
に
採
用
せ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
漆
塗
及
乾
漆
、
蒔
組
は
特
に

東
京
美
術
駆
校
に
其
の
施
行
を
依
嘘
せ
り
。
美
術
駐
校
に
於
て
は
國
産
技
術

復
典
の
熱
慈
に
感
激
、
非
常
な
る
努
力
を
以
て
見
事
之
を
完
成
せ
し
め
た

り
。
斯
く
し
て
我
國
固
有
の
美
術
工
藝
の
最
邸
技
術
の
一
を
示
す
も
の
を
以

ス
ル
コ
ト

セ
シ
ム
ル
コ

ト
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⑪
 

り
、
全
部
四
部
船
で
、
こ
れ
に
用
い
る
金
粉
だ
け
で
も
一
貫
目
を
要
し
、
漆
は

同
『
報
告
困
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
第

一
回
（
昭
和
五
年
十

一
月
十
六
日
よ

り
同
六
年
九
月
―
―ー
十
日
ま
で
）
と
第
二
回
（
昭
和
六
年
五
月
十
三
日
か
ら
同
年

十

一
月
二
十
五
日
ま
で
）
の
談
院
本
館
漆
塗
装
工
事
仕
様
困
抜
粋
に
よ
る
と
、

第

一
回
で
は
便
殿
の
彫
刻
部
の
乾
漆
施
工
、
出
入
口
扉
の
桓
の
溜
蛾
色
艶
消
塗

り
、
落
子
の
蒔
絵
（
下
塗
り
ま
で
）
、
臭
族
室
の
彫
刻
部
の
乾
漆
施
工
、
第
二

回
で
は
便
殿
出
入
口
恥
落
子
の
蒔
絵
及
び
螺
細
、
カ
ー
テ
ソ
ボ
ッ
ク
ス
彫
刻
部

の
乾
漆
、
前
記
以
外
木
部
見
え
掛
り
全
部
（
四
分
一
木
共
）
の
漆
塗
り
、
天
井

決
懸
部
及
び
小
壁
四
分

一
木
の
金
粉
仕
上
げ
、
柱
其
他
全
部
の
金
粉
磨
き
仕
上

げ
、
皇
族
室
の
乾
漆
部
を
除
く
木
部
見
え
掛
り
全
部
（
四
分
一
木
共
）
の
漆
塗

り
を
施
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
経
役
は
七
万
千
百
四
十
円
が
計
上
さ
れ
、
第
二
回

終
了
の
昭
和
六
年
十

一
月
二
十
五
日
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
。
同
『
報
告
密
』
に

は
第
三
回
漆
裕
装
工
市
と
し
て
昭
和
六
年
九
月
五
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で

に
便
殿
、
皇
族
室
、
床
周
囲
寄
木
の
摺
漆
を
行
な
っ
た
記
録
が
あ
る
。
昭
和
六

年
八
月
、
『
汎
工
芸
』

（第
九
巻
第
八
号
）
は
、
「
完
成
期
に
あ
る
帝
國
新
議
事

棠
の
漆
エ
」
と
如
し
て
、
漆
工
の
部
分
に
従
属
し
て
い
る
載
人
数
だ
け
で
も
優

っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
柱
板
の
カ
ラ
ト
メ
ソ
の
み
で
も
延
長
七
千
尺
に
あ
ま

約
百
貫
目
と
き
く
、
と
報
じ
た
。

鈎
金
と
漆
工
だ
け
で
も
二
十
二
万
円
を
計
上
す
る
エ
事
と
な
っ
た
。

文
部
省
図
画
講
習
会

に

ー
百
余
人
の
も
の
が
、
美
術
学
校
の
工
場
と
建
設
中
の
議
事
堂
の
内
部
に
あ

粧
（
日
本
糀
と
云
ふ
は
侠
義
の
解
秤
な
る
べ
し
）
を
加
ふ
、
此
日
本
粛
の
打

一
、
時
代
は
漸
く
毛
筆
梵
勃
興
の
徴
あ
る
に
よ
り
、
此
好
機
に
於
て
毛
邪

て
便
殿
を
装
飾
す
る
を
得
た
る
は
誠
に
慈
義
多
き
も
の
と
信
ず
。

昭
和
五
年
十
一
月
、
文
部
省
図
画
講
習
会
が
本
校
で
淵
か
れ
た
（
発
会
式
は

五
日
）
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
六
号
に
は
次
の
報
告

書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

文
郡
省
諧
習
會
に
酎
す
る
所
感

従
来
の
講
習
會
は
漸
く
其
定
且
敷
百
二
十
名
を
上
下
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し

に
、
今
回
は
出
席
者
百
八
十
名
を
超
過
す
る
に
至
り
、
極
め
て
盛
況
を
呈
し

た
る
は
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
多
年
の
御
紐
瞼
に
囚
る
内
訓
を
よ
く
墨
守
し
て

其
立
案
の
衝
に
営
り
た
る
師
範
科
主
任
平
田
〔
松
堂
〕
赦
授
の
方
針
最
も
其

時
機
を
得
た
る
と
各
溝
習
者
の
よ
き
理
解
あ
り
し
に
由
る
な
る
べ
し
。
今
従

来
の
講
習
と
異
な
る
新
方
針
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
し
。

一
、
時
代
の
要
求
が
其
何
れ
に
あ
る
か
を
洞
察
し
、

一
に
闘
粛
の
宜
際

化、

二
に
地
方
的
適
應
、
三
に
内
容
の
充
直
、
四
に
面
目
一
祈
と
云
ふ
事
に

慈
を
用
ゐ
た
り
。

一
、
従
来
は
其
期
間
約
三
分
の
一

ーを
講
義
に
一
＿＿
分
の
一
を
打
習
に
骰
し
た

る
も
、
今
回
は
三
分
の
二
を
宜
習
に
三
分
の

一
を
諧
義
時
間
と
し
て
、
諧
習

〔
マ
マ

〕

員
宜
際
の
要
求
に
努
む
。

習
も
最
近
稀
れ
な
る
事
な
り
。

一
、
版
監
の
一
種
と
し
て
ェ
ッ
チ
ン
グ
を
加
へ
宜
際
の
宜
習
を
示
せ
り
。

一
、
「固
案
と
し
て
の
給
梵
」
及
び

「
構
成
と
は
」
の
如
き
題
下
に
、

其

講
油
も
亦
闘
盗
の
宜
際
化
に
結
び
つ
け
得
べ
き
も
の
を
選
定
せ
り
。
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